
扶
養
手
当
の
経
過
措
置
と
子
育
て
部
分

休
暇
で
前
進

最
終
交
渉
で
は
わ
ず
か
で
す
が
、
２

点
の
前
進
が
で
き
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
扶
養
手
当
の
経
過
措
置

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
２
０
２
５
年

度
は
、
配
偶
者
は
７
千
５
百
円
か
ら
５

千
５
百
円
、
子
は
、
１
万
円
か
ら
１
万

１
千
円
円
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
６
年

度
は
、
配
偶
者
は
３
千
５
百
円
、
子
は

１
万
２
千
円
と
な
り
。
２
０
２
７
年
度

に
は
、
配
偶
者
は
０
円
、
子
は
１
万
３

千
円
と
な
り
ま
す
。
２
年
で
改
定
の
予

定
を
３
年
に
延
ば
し
た
形
に
な
り
ま
す
。

交
渉
の
席
上
、
減
る
配
偶
者
手
当
と
、

３
人
以
上
の
子
の
い
る
家
庭
の
み
プ
ラ

ス
に
な
る
子
の
手
当
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
指
摘
し
、
大
綱
提
示
を
押
し
戻
し
た

形
に
な
り
ま
す
。

２
点
目
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の
取

得
要
件
が
前
進
し
ま
し
た
。
大
綱
提
示

で
は
、
小
学
校
３
年
生
終
了
ま
で
が
、

小
学
校
卒
業
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
障

害
の
あ
る
子
の
場
合
は
、
中
学
校
卒
業

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
足
伸
ば
し
さ
れ
ま
し

た
。

｢

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る

法
律｣

で
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
と
部
分

休
業
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

新
設
さ
れ
る
子
育
て
部
分
休
暇
は
、
部

分
休
業
を
上
回
る
制
度
で
あ
り
、
福
岡

県
に
も
な
い
北
九
州
市
独
自
の
制
度
で

す
。
有
給
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し

で
も
育
児
と
仕
事
の
両
立
で
お
こ
ま
り

の
方
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

申
請
の
方
法
は
、
他
の
子
育
て
に
か

か
わ
る
申
請
と
同
じ
く
、
ま
ず
総
括
申

請
を
し
て
許
可
と
な
る
と
校
支
援
シ
ス

テ
ム
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う

で
す
。
部
分
休
業
が
現
在
、
30
分
単
位

２
時
間
以
内
。
こ
の
制
度
の
上
乗
せ
と

し
て
で
き
た
制
度
で
す
か
ら
、
同
様
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
入
り
、
実
施
時
期
で
あ
る
２
０
２
５

年
４
月
１
日
に
間
に
合
わ
せ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

重
点
要
求
項
目
は
実
現
で
き
ず

職
場
の
切
実
な
声
で
あ
り
、
重
点
要

求
と
し
て
い
た
、

▼
常
勤
講
師
の
２
級
適
用

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
更
新
上
限
廃

止
▼
暫
定
再
任
用
職
員
の
給
与
改
善

▼
事
務
補
助
未
配
置
を
も
と
に
戻
す

４
点
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
実

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
全

教
北
九
州
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
向
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

｢

言
語
明
瞭
、
意
味
不
明｣

な
文
科
省
案

｢

言
語
明
瞭
、
支
離
滅
裂｣

な
財
務
省
案

中
教
審
答
申
を
ふ
ま
え
、
文
科
省
が

給
特
法
改
定
案
に
か
か
わ
っ
て
25
年
度

概
算
要
求
に
教
職
調
整
額
を
26
年
1
月

か
ら
13
％
増
額
を
計
上
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
11
月
11
日
に
財
務
省
は
財
政
制

度
等
審
議
会
に
教
職
調
整
額
の
段
階
的

引
き
上
げ
案
を
示
し
ま
し
た
。

政
府
で
も
ネ
ッ
ト
で
も
二
者
択
一
の

議
論
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
長
時
間
過

密
労
働
お
よ
び
教
職
員
未
配
置
の
解
消

に
は
、
文
科
省
案
も
財
務
省
案
も
ま
っ

た
く
不
十
分
な
も
の
で
す
。
全
教
は
書

記
長
談
話
で
二
案
の
問
題
点
と
解
決
の

道
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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2024年11月27日

扶養手当の改定、子育て部分休暇の取得要件でわずかに前進

小
倉
造
兵
廠
⑦

（
小
倉
北
区
）

空
襲
の
被
害

１
９
４
４
年
６
月
16
日

未
明
、
中
国
大
陸
の
成
都

を
発
進
し
た
Ｂ
29
爆
撃
機

47
機
が
北
九
州
を
爆
撃
し

ま
し
た
。
こ
の
空
襲
は
初

め
て
の
本
格
的
本
土
空
襲

で
し
た
。
攻
撃
目
標
は
八

幡
製
鉄
所
で
し
た
が
被
害

は
小
さ
く
生
産
に
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
で
造
兵
廠
は
第
二

製
造
所
の
第
二
旋
盤
工
場

が
被
弾
、
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
旋
盤
が
別
の
工
場
の
屋

根
を
突
き
抜
け
鉄
骨
に
宙

づ
り
に
な
る
、
防
空
壕
が

埋
ま
る
、
防
火
水
槽
が
破

壊
さ
れ
る
な
ど
の
損
害
と
、

８
０
人
余
が
犠
牲
と
な
り
、

そ
の
半
数
が
女
子
挺
身
隊

員
で
し
た
。
こ
の
被
害
は

公
表
さ
れ
ず
、
45
年
10
月

発
行
の｢

全
国
主
要
都
市
戦

災
概
況
図｣

に
も
記
載
が
あ

り
ま
せ
ん
。
２
０
０
９
年
、

小
倉
北
区
大
手
町
の
永
照

寺
に
空
襲
犠
牲
者
の
慰
霊

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
空
襲
の
被
害
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

北
九
州
五
市
全
体
で
は
死

者
３
２
２
人
、
重
軽
傷
者

４
７
７
人
、
建
物
の
全
半

壊
６
４
６
棟
で
し
た
。
大

本
営
は
「
我
が
方
損
害
は

極
め
て
軽
微
な
り
」
と
発

表
し
ま
し
た
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

全
教
北
九
州
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん

今
年
度
の
給
与
改
定
交
渉
は
、
９
月
30
日
（
月
）
か
ら
14
回
の
話
し
合
い

を
重
ね
終
了
し
ま
し
た
。
重
点
要
求
と
し
た
「
常
勤
講
師
の
２
級
適
用
」

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
更
新
上
限
廃
止
」
「
暫
定
再
任
用
職
員
の
給
与

改
善
」
「
事
務
補
助
未
配
置
を
も
と
に
戻
す
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
全
教
北
九
州
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
運
動
と
と
も
に
、
実
現
に
向
け
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

２０２4年
給与改定交渉

談
話
全
文
は
こ
ち
ら
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秋
の｢

共
育
集
会｣

10
月
26
日
（
土
）
戸
畑
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
「
秋
の
共
育
集
会

子
ど
も
た
ち
の
性
の
現
状
と
性
教
育

パ
ー
ト
２
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
の｢

共
育
集
会｣

に
引
き
続
き
、
山

﨑
真
子
さ
ん
（
助
産
師
、
日
本
性
科

学
学
会
認
定
セ
ッ
ク
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
包
括
的
性

教
育
」
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し

た
。「

性
」
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
は
豊
か
な
幸
せ
な
人
生
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
幼
少

期
の
頃
か
ら
「
家
庭
」
で
も
「
保
育
・

教
育
」
の
現
場
で
も
話
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

問
題
行
動
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
し
た

の
か
、
な
ぜ
良
く
な
い
の
か
を
一
緒

に
考
え
て
い
こ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
を
学
ぶ｢

ゆ
が
ふ
の
会｣

11
月
９
日
（
土
）
、
全
教
北
九
州

の
沖
縄
旅
行
に
向
け
た
事
前
学
習
会

「
ゆ
が
ふ
の
会
」
を
組
合
事
務
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

沖
縄
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
、

沖
縄
の
歴
史
、
沖
縄
戦
の
経
過
と
影

響
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
政
策
、

基
地
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容

を
学
び
合
い
ま
し
た
。

沖
縄
戦
で
は
県
民
を
巻
き
込
ん
だ

地
上
戦
が
展
開
さ
れ
、
住
民
が
軍
隊

や
看
護
隊
の
補
助
要
員
と
し
て
動
員

さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
戦
で
、
旧
制
中

学
、
高
等
女
学
校
、
師
範
学
校
等
の

生
徒
か
ら
な
る
男
女
学
徒
隊
２
３
４

１
人
う
ち
１
２
２
３
人
が
亡
く
な
り
、

命
と
と
も
に
将
来
の
夢
も
奪
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
学
び
の
足
も
止
め

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

仲
間
と
一
緒
に
学
び
あ
う
秋

10
／
26

秋
の｢

共
育
集
会｣

11
／
９

「
ゆ
が
ふ
の
会
」

ど
ん
な
に
多
忙
で
も
、
学
び
の
足
は
止
め
ま
せ
ん
！

声かけ･指導の注意点
▼その声かけ・指導は、個人の価値観に
拠るものではなく、「人権」をもとに
考えられたものであるか？

▼｢子どもの最善の利益は何か？｣に基づ
いたものであるか？

▼｢いやらしいもの｣｢汚らしいもの｣など、
ネガティブイメージを植え付けるよう
な声掛けになっていないか？または、
脅かしになっていないか？

▼性を肯定的に受け止められるような声
かけを！

宮
森
小
学
校
米
軍
戦
闘
機
墜
落
事
故

（
１
９
５
９
年
６
月
30
日
）
児
童
11
人

含
む
17
人
死
亡

毎月15日締切
↓Webでお見積

空港 港湾

北海道 （釧路空港）
留萌港･釧路港･室蘭港･
苫小牧港･石狩湾新港

福井 ― 敦賀港

香川 ― 高松港

高知 （高知空港） 高知港･宿毛湾港･須崎港

福岡 北九州空港 博多港

長崎 長崎空港･福江空港 ―

熊本 熊本空港 熊本港･八代港

宮崎 宮崎空港 ―

鹿児島 鹿児島空港･徳之島空港
鹿児島港･志布志港･川内港
･名瀬港･西之表港･和泊港

沖縄

那覇空港
（与那国空港･新石垣空港･
波照間空港･宮古空港･下地
島空港･久米島空港）

石垣港
（与那国新港･平良港･那覇
港･中城湾港）

｢特定利用空港･港湾｣
2024年8月26日現在。（）は候補

11
月
３
日
（
日
）
勝
山
公
園
図
書

館
横
広
場
で
「
平
和
憲
法
と
市
民
の

力
で
戦
争
へ
の
流
れ
を
止
め
よ
う
！

11
・
３
北
九
州
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
に
事
務
局
よ
り
「
北

九
州
空
港
が
特
定
利
用
空
港
・
港
湾

に
指
定
」
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。
政
府
は
有
事
に
備

え
、
各
地
の
空
港
や
港
の
中
か
ら
、

自
衛
隊
な
ど
が
円
滑
に
利
用
で
き
る

「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」
を
指
定

し
、
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
自
衛
隊
と

海
上
保
安
庁
の
航
空
機
や
艦
船
な
ど

が
円
滑
に
使
え
る
よ
う
に
施
設
の
整

備
・
拡
充
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
対

象
と
な
っ
た
空
港
、
港
湾
は
全
国
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

の
場
に
、｢

戦
争｣

の
影
が
侵
入
し
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
小
倉
駅
ま
で
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

戦
争
へ
の
流
れ
を
止
め
よ
う
︱
11
・
３
憲
法
集
会
（
11
／
３
）

秋
の
共
育
集
会
に
先
立
ち
、
教
育

全
国
署
名
の
街
頭
署
名
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
全
教
北
九
州
も
参
加
す
る

｢

北
九
州
子
ど
も
と
教
育
の
た
め
に

手
を
つ
な
ぐ
会｣

の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
、
少
人
数
学
級
の
必
要
性
や
教

育
の
無
償
化
、
施
設
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
約
30
分
で
、
22
筆

の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
す
ご
せ
る
学
校
の
た
め
に


